
「こうろん」とはガラスでできた魚を捕る昔の道具です。煎ったぬかなど

のエサを仕掛けておくと匂いや流れ出したエサにつられて小さな穴から

魚が入る仕掛けです。呼び方は「もんどり」「ぬかびん」など地域によって

違うようです。竹製のものは「うげ」と言います。どちらも民俗資料室に

展示してあります。
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